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出
に
よ
る
人
手
不
足
の
恒
常
化
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
た
中
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
・
拡
大
に

よ
り
、
過
去
に
類
を
見
な
い
ほ
ど
の
危

機
的
な
局
面
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
私
た
ち
の

故
郷
で
あ
る
八
戸
市
経
済
に
お
い
て
も

例
外
で
は
な
く
、
地
域
に
生
き
る
青
年

経
済
人
と
し
て
看
過
す
る
こ
と
の
出
来

な
い
課
題
で
す
。

　

当
青
年
部
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
昨

年
７
月
に
開
催
予
定
で
あ
り
ま
し
た
商

工
会
議
所
青
年
部
第
18
回
全
国
サ
ッ
カ

ー
大
会
八
戸
大
会
を
中
止
と
致
し
ま
し

た
。
一
方
で
、
通
常
の
会
議
開
催
に
お

い
て
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
総
会
や
リ
モ
ー
ト
会

議
を
取
り
入
れ
る
な
ど
新
た
な
可
能
性

を
見
出
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

は
各
種
大
会
や
事
業
の
開
催
制
限
に
よ

り
、
交
流
人
口
の
減
少
等
に
伴
う
経
済

活
動
の
停
滞
が
懸
念
さ
れ
る
一
方
で
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
や
テ
レ
ワ

ー
ク
に
見
る
新
し
い
社
会
生
活
へ
の
対

応
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
、
正
に
変
化

を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
時
代
を
迎

え
た
と
言
え
ま
す
。

　

八
戸
商
工
会
議
所
青
年
部
（
以
下
、

八
戸
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
は
、
創
立
30
周
年
を
迎

え
た
翌
年
の
平
成
30
年
度
以
降
「
革

進
」
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
活
動
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環

　

５
月
20
日
、
八
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に

て
令
和
３
年
度
通
常
総
会
が
開
催
さ

れ
、
多
数
の
皆
様
に
ご
参
加
頂
き
ま
し

た
。
中
村
知
行
会
長
の
議
事
進
行
の
も

と
、
令
和
２
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収

支
決
算
、
理
事
の
選
任
に
つ
い
て
、
令

和
３
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算

な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
の

事
業
計
画
で
は
、
中
村
会
長
の
所
信
表

明
や
各
委
員
会
・
室
か
ら
事
業
計
画
が

説
明
さ
れ
全
議
案
と
も
承
認
と
な
り
、

滞
り
な
く
閉
会
し
ま
し
た
。
懇
親
会
で

は
青
年
部

担
当
副
会

頭
塚
原
様

よ
り
ご
挨

拶
を
頂
き

ま
し
た
。

ま
た
、
各

委
員
長
・

室
長
か
ら

本
年
度
の

抱
負
が
述
べ
ら
れ
、
多
く
の
会
員
に
周

知
で
き
ま
し
た
。今
回
の
懇
親
会
は「
ど

う
や
っ
た
ら
や
れ
る
か
」
を
念
頭
に
準

備
し
臨
み
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
本
年

度
も
情
勢
判
断
が
難
し
い
年
で
す
が
、

各
委
員
会
・
室
事
業
の
出
来
る
事
を
全

力
で
や
っ
て
い
き
、
そ
の
精
神
で
邁
進

し
て
参
り
ま
す
。

　

総
務
室室

長　

佐
々
木　

晴
久

㈱
中
長
印
刷

　

日
本
経
済
は
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、

急
速
な
人
口
減
少
問
題
や
消
費
増
税
に

よ
る
消
費
の
低
下
な
ど
様
々
な
課
題
に

直
面
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
地
域
経

済
に
お
い
て
は
、
若
年
層
の
首
都
圏
流

境
は
刻
一
刻
と
変
化
し
て
お
り
、
時
代

の
変
化
に
対
応
し
た
柔
軟
な
対
応
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
よ
り
良
い
地

域
を
築
く
た
め
に
次
代
へ
襷
を
つ
な
い

で
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
令
和

３
年
度
は
「
Ｇｏ　

ｆｏｒ　

Ｉ
ｔ
！
〜
繋

げ
よ
う
希
望
溢
れ
る
未
来
へ
の
襷
〜
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
で
は
活
動
の

ベ
ー
ス
で
あ
る
会
員
数
も
１
５
０
名
に

迫
り
、
一
人
ひ
と
り
が
交
流
と
研
鑽
に

努
め
、
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
き

た
事
は
会
員
数
が
示
す
よ
う
に
地
域
に

求
め
ら
れ
る
団
体
と
な
っ
た
証
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
青
年
経
済
人
と

し
て
の
自
己
実
現
に
向
け
、
最
大
限
の

努
力
を
し
て
い
く
事
が
自
企
業
の
発
展

と
地
域
の
発
展
に
繋
が
る
も
の
と
信
じ
、

地
域
を
支
え
る
青
年
経
済
人
と
し
て
、

次
代
の
担
い
手
と
し
て
活
動
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

私
た
ち
八
戸
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
令
和
４
年
度

に
創
立
35
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま

で
先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
礎
と
、

夢
に
挑
み
積
極
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
姿
勢
を
胸
に
刻
み
、
希
望
溢
れ
る
未

来
へ
向
か
っ
て
共
に
歩
を
進
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

八
戸
商
工
会
議
所
青
年
部

会
長　

中
村　

知
行

㈲
中
ペ
ン
塗
装
店

青
年
部
だ
よ
り

青
年
部
だ
よ
り

ＹＥＧＹＥＧ

第 97号
令和３年度 

八戸商工会議所青年部スローガン

Go for It ！
～繋げよう希望溢れる

未来への襷～

YEGとは、商工会議所青年部の英語名Young Entrepreneurs Group の頭文字をとった愛称です。

通
常
総
会

スローガン

 

令
和
３
年
度 

会
長
所
信

Ｇ
ｏ　
ｆ
ｏ
ｒ　
Ｉ
ｔ
！

〜
繋
げ
よ
う
希
望
溢
れ
る

未
来
へ
の
襷
〜

令
和
3
年
度



令和 3年 8月 5日　1631号 八戸商工ニュース （2）

　

４
月
７

日
、
令
和

３
年
度
全

委
員
会
・

室
合
同
会

議
が
八
戸

商
工
会
館

に
て
開
催

さ
れ
ま
し

た
。

　

前
年
度

会
長
の
向

井
直
前
会

長
か
ら
バ

ト
ン
を
引

き
継
ぎ
、

本
年
度
の

中
村
会
長
を
中
心
と
し
た
新
体
制
で
の
、

初
め
て
の
会
議
と
な
り
ま
し
た
。
４
委

員
会
１
室
が
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル
に
分

か
れ
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
、
活
発
な

意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
終

了
後
、
各
委
員
長
・
室
長
よ
り
決
定
し

た
委
員
会
名
や
本
年
度
の
事
業
計
画
・

予
算
の
報
告
、
抱
負
な
ど
が
発
表
さ
れ
、

役
員
・
事
務
局
の
紹
介
や
集
合
写
真
撮

影
が
行
わ
れ
、
滞
り
な
く
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
も
危
ぶ
ま
れ

ま
し
た
が
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の

確
保
や
会
議
時
間
の
調
整
な
ど
多
く
の

◆
情
報
革
新
委
員
会

委
員
長
　
沼
畑
　
武
行

カ
ス
タ
ネ
ッ
ト

　

情
報
革
新
委
員
長
の
沼
畑
で
す
。
当

委
員
会
で
は
、
そ
の
名
の
通
り
大
転
換

期
の
現
代
に
お
い
て
、
企
業
や
地
域
に

必
要
な
「
革
新
」
を
「
情
報
発
信
」
の

面
で
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
し
い
時
代
の
広
報
戦
略
な
ど
を
真
面

目
に
勉
強
し
な
が
ら
楽
し
く
関
わ
り
、

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
他
の
委
員
会
、
商
工
会
議
所
青
年
部

の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、
多
く
の
仲
間
と
交
流

で
き
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
キ
ズ
ナ
活
性
化
委
員
会

委
員
長
　
立
場
　
輝
栄

ア
ダ
プ
テ
ィ
ブ
㈱

　

キ
ズ
ナ
活
性
化
委
員
会
の
委
員
長
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
立
場
で
す
。
昨
年

度
は
ス
ポ
ー
ツ
で
ま
ち
お
こ
し
に
寄
与

を
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
た

委
員
会
か
ら
、本
年
度
は
ス
ポ
ー
ツ（
以

外
で
も
）
で
会
員
の
交
流
活
性
を
目
的

と
し
た
委
員
会
に
な
り
ま
す
。
中
々
事

業
が
で
き
な
い
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す

が
、
会
員
同
士
が
交
流
で
き
る
事
業
を

模
索
し
、
キ
ズ
ナ
を
深
め
る
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
２

年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

員
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
田
中
で
す
。

本
年
度
は
、
カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
地
域
に
根
付
い
た
、
地
域

に
必
要
と
さ
れ
る
事
業
へ
と
躍
進
し
て

い
く
事
を
目
標
と
し
、
自
立
し
た
持
続

可
能
な
新
し
い
運
営
体
制
を
築
く
べ
く

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
事

業
を
通
じ
て
委
員
会
活
動
の
活
性
化
を

図
り
、
館
鼻
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
事

業
化
を
始
め
、
新
し
い
こ
と
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
な
が
ら
メ
ン
バ
ー
全
員
で
目

標
達
成
に
向
け
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

◆
地
域
連
携
ブ
ラ
ン
ド

　
研
究
委
員
会

委
員
長
　
泉
山
　
和
久

三
八
五
流
通
㈱

　
地
域
連
携
ブ
ラ
ン
ド
研
究
委
員
会

で
は
、
こ
れ
ま
で
南
部
圏
ス
ク
ラ
ム
8

委
員
会
で
先
輩
方
が
培
っ
て
き
た
遺
産

を
受
け
継
ぎ
、
一
層
の
圏
域
交
流
と
産

業
の
活
性
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
当

委
員
会
の
活
動
を
通
じ
、
八
戸
と
圏
域

町
村
の
様
々
な
団
体
と
の
連
携
に
よ
り

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
や
、
価
値
を
創
出
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
是
非
、
他

の
委
員
会
の
皆
様
も
沢
山
の
情
報
を
共

有
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
不
慣
れ

な
私
で
す
が
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
ご
支
援
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
総
務
室

室
長
　
佐
々
木
晴
久

㈱
中
長
印
刷

　

総
務
室
室
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た

佐
々
木
で
す
。
会
長
直
属
の
室
と
し
て
、

各
委
員
会
と
の
連
携
を
と
り
、
総
会
・

定
例
会
及
び
事
業
運
営
の
サ
ポ
ー
ト
を

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ま
た
今
期
は
新
し

い
取
り
組
み
と
し
て
、
青
年
部
活
動
へ

の
参
加
率
向
上
、
入
会
案
内
用
に
セ
ミ

ナ
ー
・
研
修
動
画
作
成
を
行
い
、
組
織

活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。
室
員
一

同
、
中
村
会
長
を
支
え
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

◆
み
な
と
み
ら
い

　
活
性
化
委
員
会

委
員
長
　
田
中
　
圭

日
本
サ
ン
ラ
イ
フ
終
身
身
元
保
証
協
会

　

み
な
と
み
ら
い
活
性
化
委
員
会
の
委

室
長
・
委
員
長
の
抱
負

室
長
・
委
員
長
の
抱
負

対
策
を
と
る
こ
と
で
開
催
に
至
り
ま
し

た
。
ま
た
、多
数
の
会
員
の
出
席
が
あ
り
、

中
村
会
長
が
舵
を
と
る
八
戸
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
の

新
た
な
出
航
へ
素
晴
ら
し
い
ス
タ
ー
ト
を

切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

総
務
室室

長　

佐
々
木　

晴
久

㈱
中
長
印
刷

合
同
会
議

令
和
３
年
度

全
委
員
会・室
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４
月
20
・
21
日
に
（
一
財
）
Ｖ
Ｉ
Ｓ

Ｉ
Ｔ
は
ち
の
へ
と
三
八
地
域
県
民
局
地

域
連
携
部
に
随
行
し
圏
域
町
村
役
場
、

商
工
会
、
観
光
協
会
と
の
意
見
交
換
や

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
情
報
共
有

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
各
地
域
の

団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
い
た
事
業
を

協
力
し
て
行
う
た
め
に
も
今
回
の
訪
問

は
大
変
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
７
月
27
日
に
、
当
地
も

含
ま
れ
る
「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文

遺
跡
群
」
が
世
界
文
化
遺
産
へ
登
録
さ

れ
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
に
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
八
戸
三

社
大
祭
と
併
せ
、
地
域
の
魅
力
を
世
界

へ
発
信
す
る
大
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
ま
す
。

昨
今
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
各
地
域
で

の
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
収
束
後
を
見
据
え
、
圏
域
を

周
遊
で
き
る
観
光
プ
ラ
ン
の
提
案
準
備

を
進
め
行
く
こ
と
を
相
互
に
確
認
し
ま

し
た
。

　

５
月
13
日
、

八
戸
市
立
図
書

館
、
田
茂
隆
一

館
長
を
訪
問
し
、

中
村
会
長
と
共

に
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ

制
作
の
絵
本

「
お
か
ね
っ
て

な
ぁ
に
？
」
を
寄
贈
致
し
ま
し
た
。
絵

本
は
渋
沢
栄
一
翁
の
周
知
と
子
供
た
ち

が
お
金
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的

に
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
子
供
た

ち
に
読
ん
で
欲
し
い
で
す
。

　

八
戸
商
工
会
議
所
青
年
部

直
前
会
長　

向
井　

誠
仁

㈱
コ
ネ
ク
ト
グ
ロ
ー
カ
ル

　

5
月
9
日
、
白
銀
ボ
ー
ト
パ
ー
ク
に

て
、
カ
ッ
タ
ー
体
験
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
２
年
連
続
の
大
会
中
止
が
決
定
と

な
っ
た
カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス
に
対
す
る
姿

勢
や
、
想
い
を
風
化
さ
せ
ず
、
紡
い
で

い
く
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

「
体
験
会
」
と
い
う
新
し
い
形
で
の
取

り
組
み
で
し
た
が
、
準
備
か
ら
レ
ー
ス

ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
を
体
験
で
き
、
カ
ッ

タ
ー
レ
ー
ス
経
験
者
、
初
体
験
の
メ
ン

バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
多
様
な
気
づ
き
に
繋

が
り
ま
し
た
。
八
戸
海
洋
少
年
団
の
子

ど
も
た
ち
総
勢
25
名
の
参
加
も
あ
り
、

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
協
力
賜
り
ま
し
た
皆
様
に
は
深
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

み
な
と
み
ら
い
活
性
化
委
員
会

委
員
長　

田
中　

圭

日
本
サ
ン
ラ
イ
フ
終
身
身
元
保
証
協
会

　　

５
月
28
日
、
第
１
回
地
域
ブ
ラ
ン
ド

研
究
・
交
流
会
を
、
田
子
町
の
池
田
フ

ァ
ー
ム
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

圏
域
商
工
会
青
年
部
か
ら
も
多
数
の

参
加
を
頂
き
、
ま
た
当
委
員
会
だ
け
で

は
な
く
八
戸
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
他
委
員
会
か
ら

も
多
数
参
加
が
あ
り
、
感
染
対
策
を
行

い
な
が
ら
無
事
実
施
で
き
た
こ
と
に
、

心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
地
域
連
携
ブ
ラ
ン
ド
研

究
委
員
会
の
本
年
度
の
活
動
計
画
を
申

し
上
げ
、
そ
の
後
、
田
子
ニ
ン
ニ
ク
料

理
推
進
協
議
会
会
長
、
佐
藤
剛
大
様
よ

り
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
ブ
ラ
ン

ド
研
究
・
発
信
の
熱
意
だ
け
で
は
な

く
、
後
継
者
育
成
や
毎
年
の
メ
ニ
ュ
ー

の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
係
る

苦
労
な
ど
も

伺
う
こ
と
が

で
き
、
今
後

の
課
題
と
な

る
「
地
域
ブ

ラ
ン
ド
の
形

成
」に
向
け
、

大
き
な
ヒ
ン

ト
を
頂
き
ま

し
た
。

　

圏
域
商
工

会
青
年
部
と

の
交
流
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
前
を
向
い

て
頑
張
る
意
欲
を
頂
き
、
今
後
の
Ｙ
Ｅ

Ｇ
活
動
に
繋
げ
て
参
り
ま
す
。

　

地
域
連
携
ブ
ラ
ン
ド
研
究
委
員
会

副
委
員
長　

松
浦　

芽
久
美

㈱
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

　

ま
た
、
商
工

会
か
ら
は
青
年

部
同
士
の
更
な

る
交
流
を
期
待

す
る
ご
意
見
も

あ
り
、
当
委
員

会
事
業
に
お
い

て
も
圏
域
青
年

部
と
の
積
極
的

な
連
携
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

地
域
連
携
ブ
ラ
ン
ド
研
究
委
員
会

委
員
長　

泉
山　

和
久

三
八
五
流
通
㈱

八
戸
市
図
書
館
に
絵
本
寄
贈

日　
本

Ｙ
Ｅ
Ｇ

カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス
中
止

と
体
験
会
の
実
施

（一財
）Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
は
ち
の
へ
と

広
域
連
携
調
査
研
究

地
域
ブ
ラ
ン
ド
研
究
会

地
域
ブ
ラ
ン
ド
研
究
会

第 1回第 1回

田
子
田
子

in
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５
月
22
日
、
黒
石
市
に
お
い
て
、
令

和
３
年
度
青
森
県
連
第
１
回
役
員
会
並

び
に
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
会
で
は
３
つ
の
協
議
事
項
と
２
つ

の
審
議
事
項
が
上
程
さ
れ
、
両
議
案
と

も
可
決
。
総
会
で
は
令
和
３
年
度
青
森

県
連
の
八
木
橋
会
長
が
議
長
に
選
出
さ

れ
、
令
和
２
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収

支
決
算
、
令
和
３
年
度
収
支
補
正
予
算

（
案
）
の
２
議
案
が
上
程
さ
れ
、
両
議

案
共
に
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
森
県
Ｙ
Ｅ
Ｇ
出
向

理
事　

大
川　

慶
人㈱

寿　

屋

　

６
月
２
日
、
青
森
商
工
会
議
所
青
年

部
（
以
下
、
青
森
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
と
当
青
年

部
に
よ
る
第
１
回
意
見
交
換
会
が
八
戸

商
工
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
森
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
丸
山
会
長
を
含
め
９

名
で
来
所
さ
れ
、
当
青
年
部
執
行
部
８

名
と
両
単
会
の
組
織
の
特
色
や
、
総

会
・
例
会
な
ど
の
参
加
状
況
、
両
市
で

の
経
済
動
向
、
本
年
度
事
業
か
ら
普
段

の
活
動
に
つ
い
て
の
悩
み
、
自
企
業
の

事
ま
で
、
60
分
に
渡
っ
て
幅
広
く
多
数

の
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

同
様
の
継
続
し

た
意
見
交
換
を
行

う
と
共
に
、
今
回

の
意
見
交
換
を
踏

ま
え
、
今
後
は
観

光
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
広
域
で
の
連
携

へ
繋
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

情
報
革
新
委
員
会

担
当
副
会
長　

岡
本　

信
也

㈱
ア
イ
テ
ィ
コ
ワ
ー
ク

　

５
月
14
日
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
Ｙ
Ｅ
Ｇ

第
１
回
会
長
会
議
・
通
常
総
会
が
福
島

県
白
河
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
、

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
の
冨
山
強
君
（
福

島
県
連
白
河
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）
よ
り
本
年
度
は

コ
ロ
ナ
に
よ
る
逆
境
か
ら
の
復
活
元
年

と
す
る
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま

し
た
。
通
常
総
会
で
は
令
和
５
年
度
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
開
催
地
に
つ
い
て
審

議
が
あ
り
、
む
つ
市
で
の
開
催
が
承
認

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
の
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
は
宮
城
県
塩
竃
市
で
の
開
催
で

す
。

　

八
戸
商
工
会
議
所
青
年
部

会
長　

中
村　

知
行

㈲
中
ペ
ン
塗
装
店

通
常
総
会

青
森
県

Ｙ
Ｅ
Ｇ

全
国
会
長
会
議

日　
本

Ｙ
Ｅ
Ｇ

第
一回
意
見
交
換
会

青
森・八
戸

Ｙ
Ｅ
Ｇ

　

４
月
23
日
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
全
国
会
長

会
議
が
開
催
さ
れ
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
し

ま
し
た
。
例
年
で
あ
れ
ば
、
事
前
に
テ

ー
マ
が
決
め
ら
れ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
も
、
今
回
は
ひ
と
り
１
テ
ー
マ
を
持

ち
寄
り
議
論
が
な
さ
れ
、
主
に
コ
ロ
ナ

禍
で
の
活
動
事
例
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
交
わ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
つ
い
て

の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
併
催
さ
れ

今
後
の
単
会
運
営
の
気
づ
き
を
得
る
会

議
と
な
り
ま
し
た
。

　

八
戸
商
工
会
議
所
青
年
部

会
長　

中
村　

知
行

㈲
中
ペ
ン
塗
装
店

　

本
号
は
中
村
丸
に
な
り
最
初
の
記
念

す
べ
き
青
年
部
だ
よ
り
と
な
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

は
長
く
、
様
々
な
業
界
に
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
て
い
ま
す
。
新
し
い
時
代
に
対
応

し
た
姿
を
見
せ
て
い
く
こ
と
が
希
望
溢

れ
る
未
来
へ
襷
を
繋
い
で
い
く
た
め
に

は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
八
戸
の

た
め
に
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
は
何
な

の
か
を
考
え
、
皆
で
実
行
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

総
務
室副

室
長　

中
居　

翔
三

中
居
食
品
容
器
㈱

　

昔
、
写
真
の
保
存
手
段
は
フ
ィ
ル
ム

で
し
た
。
今
で
は
小
さ
な
Ｓ
Ｄ
カ
ー

ド
に
何
十
万
枚
も
保
存
で
き
ま
す
し
、

な
ん
な
ら
も
う
そ
ん
な
物
が
無
く
て

も
ｉ
Ｃ
ｌｏｕ
ｄ
や
Ｇｏｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ
ト

な
ど
の
ク
ラ
ウ
ド
に
自
動
的
に
保
存

で
き
て
し
ま
い
ま
す
。
企
業
の
広
報
、

宣
伝
の
手
段
も
こ
の
20
年
で
大
き
く

変
化
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
が

メ
イ
ン
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
さ
て

本
年
度
、
情
報
革
新
委
員
会
で
は
情

報
発
信
に
よ
る
企
業
革
新
の
手
法
を

学
べ
る
場
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
前
年
度
好
評
で
し
た
経
営

力
向
上
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
さ
ら
に

ぎ
ゅ
っ
と
絞
っ
て
「
広
報
戦
略
」
に
特

化
し
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
役
立
つ
よ
う

な
内
容
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
多
く

の
皆
様
と
学
べ
る
事
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。

　

情
報
革
新
委
員
会

委
員
長　

沼
畑　

武
行

カ
ス
タ
ネ
ッ
ト

お

屋

ん
ら

部

ど
の

E

八

G

戸
Y

編
集
後
記

東
北

ブ
ロ
ッ
ク

Ｙ
Ｅ
Ｇ

通
常
総
会


